
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

令
和
4
年
第
3
回

　

定
例
会
日
誌

【
９
月
】

１
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
採
決
）

２
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
訂
正
・
審
議
・
委
員

会
付
託
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
委
員
会

付
託
・
採
決
、
陳
情
の
委

員
会
付
託
）

12
日　

厚
生
文
教
委
員
会

13
日　

建
設
環
境
委
員
会

14
日　

総
務
企
画
委
員
会

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

21
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

26
日　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

27
日　

厚
生
文
教
委
員
会

28
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
）

29
日　

決
算
特
別
委
員
会

【
10
月
】

７
日　

�

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
議
員
提
出
議
案
の

訂
正
・
審
議
・
採
決
、
陳

情
の
撤
回
・
委
員
会
付
託
）

令
和
4
年
第
１
回

　

臨
時
会
日
誌

【
10
月
】

21
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
）

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
９
月
１
日
に
開
会
し
、
10
月
７
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

本
条
例
は
、「
新
た
な
保
育
業
務
の
総
合
的
な
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、
市
立
保
育
園
２
園

（
く
り
の
み
保
育
園
及
び
さ
く
ら
保
育
園
）
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
段
階
的
に
定
員
を

縮
小
し
た
後
、
令
和
９
年
度
末
に
廃
園
と
す
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

本
条
例
は
、
９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
厚
生
文
教
委
員
会
（
岸
田
正
義
委
員
長
）
に
付

託
し
、
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
27
日
の
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
参
考
人

の
意
見
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
条
例
を
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
を
諮
る
起
立
採
決
の
結
果
、
可
決
し
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

委
員
会
が
本
条
例
を
継
続
審
査
と
し
た
こ
と
を
受
け
て
、市
長
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、「
議

会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し
な
い
と
き
」
と
判
断
し
、
９
月
29
日
に
本
条
例
を
専
決

処
分
し
ま
し
た
。
専
決
処
分
は
法
律
上
、
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
承
認
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、「
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
」
が
議
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
７
日
の
本
会
議
で
は
質
疑
終
了
後
、
本
件
に
つ
い
て
委
員
会
付
託
を
省
略
し
即
決
を
求

め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
件
を
起
立
採
決
し
た
結
果
、

起
立
少
数
に
よ
り
、
不
承
認
と
し
ま
し
た
。

10
月
７
日
に
、
西
岡
市
長
か
ら
議
長
に
対
し
、
10
月
14
日
を
も
っ
て
退
職
を
し
た
い
旨
の
申

出
書
が
提
出
さ
れ
、
同
日
の
本
会
議
で
退
職
の
期
日
に
関
し
同
意
し
ま
し
た
（
※
）。

市
長
の
退
職
後
、
新
市
長
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
、
小
澤
賢
治
副
市
長
が
そ
の
職
務
代
理
を
務
め

ま
し
た
。

※　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、議
会
の
同
意
を
得
れ
ば
、市
長
は
日
付
を
指
定
し
て
退
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
例
会
終
了
後
、西
岡
市
長
か
ら
議
長
に
対
し
、地
方
自
治
法
第
179
条
第
４
項
に
基
づ
き
、市
長

の
職
を
辞
す
る
こ
と
を
も
っ
て「
必
要
な
措
置
」と
す
る
旨
の
文
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
回
定
例
会
の
概
要

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
10
月
21
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。今

臨
時
会
で
は
、「
市
長
選
挙
に
要
す
る
経
費
」（
５
千
530
万
９
千
円
）
等
を
計
上
し
た
、「
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
回
）」
及
び
「
小
金
井
市
議
会
議
員
及
び
小
金
井
市
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
審
議
し
ま
し
た
。

本
２
件
は
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。 第

１
回
臨
時
会
の
概
要

「
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
継
続
審
査
と
、
本
条
例

の
専
決
処
分
を
不
承
認

西
岡
市
長
が
辞
職

退
職
期
日
に
同
意

市立保育園廃園条例

市
長
の
退
職
申
出
書
に
同
意

夏休み木工チャレンジ2022　グランプリ
作品名：絵からとびだしてきたゴッホの
「ひまわり」　佐久間　瑞希さん（小学校 4年生）

　
地
方
自
治
法
第
179
条
に
基
づ
き
、議
会
が
議
決
す
べ
き
案
件
を
市
長
が
代
わ
っ
て
意
思
決

定
を
す
る
こ
と
で
す
。専
決
処
分
し
た
場
合
は
、議
会
へ
そ
の
報
告
と
承
認
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。議
会
が
承
認
し
な
か
っ
た
場
合
、市
長
は
政
治
的
責
任
を
負
い
ま

す
が
、法
的
効
力
に
は
影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、予
算
や
条
例
の
専
決
処
分

が
不
承
認
に
な
っ
た
場
合
、市
長
は
速
や
か
に
必
要
と
認
め
る
措
置
を
と
り
、議
会
に
報
告
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

専決処分
とは

夏休み木工チャレンジ2022　展示状況の様子

本
年
９
月
、
無
作
為
抽
出
２
千
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
515
人
の

方
か
ら
ご
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

頂
い
た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
意
向
調
査（
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
）の
ご
回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市長が専決処分　議会は不承認 詳細は 8 面を
ご覧ください（ ）

令和 4年
第 3回定例会
第280号

令和4年（２０22年）
12月1日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
小
林
正
樹
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
15
日
、
22
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

要
す
る
経
費
」（
５
億
８
千
289
万
千

円
）、小
金
井
市
商
工
会
が
実
施
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
た
め
の
「
商
工
振
興
に
要
す
る
経

費
」（
１
億
６
千
440
万
円
）、
定
員
が

充
足
し
な
い
施
設
に
対
し
、
運
営
の

安
定
化
支
援
の
た
め
の
補
助
金
を
交

付
す
る
「
民
間
保
育
所
助
成
に
要
す

る
経
費
」（
６
千
158
万
３
千
円
）、
障

害
福
祉
事
業
所
及
び
介
護
事
業
所
に

対
し
、
物
価
高
騰
対
策
事
業
継
続
支

援
金
を
交
付
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
」

（
５
千
19
万
９
千
円
）、
コ
ミ
ュ
ニ

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

公
明
党
は
緊
急
要
望
に
て
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
有
効
に

活
用
し
、
速
や
か
な
生
活
者
支
援
・

事
業
者
支
援
の
実
施
を
求
め
て
き
た
。

物
価
高
騰
対
策
で
は
、
障
害
者
福
祉

事
業
所
・
介
護
事
業
所
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
保
育
施
設
へ

の
食
材
費
・
光
熱
費
・
燃
料
代
等
の

補
助
を
計
上
。
商
工
会
が
実
施
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
25
％
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
助
成
で
は
償
還
払
い
が
実

現
。
本
補
正
予
算
に
は
、
厳
し
い
市

民
生
活
や
事
業
者
に
必
要
な
予
算
が
、

多
数
反
映
さ
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）
�

 

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

幾
度
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
、

身
体
へ
の
影
響
を
考
え
、
予
防
接
種

行
政
を
見
直
す
べ
き
。
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
を
任
意
接
種
し
た
方
へ
の

接
種
費
助
成
と
い
っ
た
手
厚
い
補
償

は
予
防
接
種
行
政
の
中
で
も
な
か
っ

た
。
広
く
宣
伝
す
る
こ
と
で
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧

奨
に
つ
な
が
る
。
民
間
保
育
所
の
０

歳
児
欠
員
へ
の
補
助
金
は
、
人
件
費

比
率
に
一
定
の
基
準
を
設
け
る
べ
き

だ
。
人
件
費
比
率
が
低
く
保
育
者
の

労
働
環
境
を
保
証
で
き
な
い
と
、
市

の
す
こ
や
か
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
載

し
た
保
育
の
質
の
向
上
か
ら
外
れ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

本
予
算
に
は
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
の
拡
大
等
、
提
案
し
て
き

た
事
業
が
含
ま
れ
、
賛
成
す
る
。
民

間
保
育
所
等
児
童
欠
員
対
策
補
助
金

に
つ
い
て
は
市
民
や
事
業
者
の
関
心

も
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
他
市
で
は

実
施
し
て
い
る
民
間
事
業
者
へ
の
指

導
・
監
督
を
本
市
も
積
極
的
に
行
う

等
、
そ
の
経
営
状
態
を
適
切
に
把
握

し
、
保
育
の
質
が
維
持
・
向
上
す
る

た
め
の
動
き
を
強
め
る
よ
う
求
め
る
。

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
丁
寧
に
行
う
等
、
本
制
度
の

運
用
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
適
切
な

内
容
と
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

日
本
共
産
党
が
申
入
れ
な
ど
で
繰

り
返
し
求
め
て
き
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
体
制
強
化
、
保
育
所
の
欠
員
対
策

補
助
、
障
害
・
介
護
・
保
育
施
設
へ

の
物
価
高
騰
対
策
補
助
な
ど
、
市
民

生
活
や
事
業
所
を
支
援
す
る
内
容
が

あ
り
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
３

９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
湯
沢
綾
子
委
員

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

職
員
給
与
は
民
間
準
拠
が
大
原
則

で
あ
る
。
現
状
、
民
間
企
業
に
お
い

て
は
、
65
歳
ま
で
の
正
規
雇
用
の
保

障
、
60
歳
時
点
の
給
与
の
７
割
を
65

歳
ま
で
保
障
な
ど
は
一
般
的
で
な
く
、

民
間
準
拠
の
原
則
を
逸
脱
す
る
。
定

年
延
長
に
よ
る
財
政
負
担
は
、
10
年

間
で
13
億
円
も
の
巨
額
と
な
る
。
小

金
井
市
の
財
政
状
況
は
、
近
隣
市
や

類
似
市
に
比
べ
て
厳
し
い
。
市
民
の

税
金
を
「
山
分
け
」
す
る
が
ご
と
き

本
条
例
案
は
、
民
間
を
置
き
去
り
に

し
て
「
官
」
独
自
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
構
築
す
る
も
の
で
、
市
民
の

理
解
は
到
底
得
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

賛
成
に
当
た
り
、
次
の
こ
と
を
要

望
す
る
。
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

徹
底
的
に
投
資
し
、
自
主
的
に
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
制
度
の
活
用
を
促
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
に
抜
本
的
に
力
を
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。
小
金
井
市
役
所

が
真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
合
言
葉

に
、
組
織
の
再
活
性
化
、
組
織
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
手
本
と
な
る
た
め
に
、
こ
の
定

年
延
長
の
導
入
に
当
た
り
、
人
材
育

成
基
本
方
針
の
改
訂
や
見
直
し
等
も

含
め
た
組
織
活
性
の
た
め
の
抜
本
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
要
望
す
る
。

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

第
3
回
定
例
会

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ５ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ６ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ６ 回）に対する修正案（議員提案） × × × × × × × 議× ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × × 即 否　決
小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 総 原案可決
小金井市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
令和 ４ 年 ９ 月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ７ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意

人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 異議ない旨
の意見提出

小金井市立保育園条例の一部を改正する条例 専決処分により議決不要
専決処分の報告及び承認について（小金井市立保育園条例の一部を改正する条例） × × × × × × × 議○ × × × × × × × × × ○ × × × × 即 不承認

専決処分の報告及び承認について（小金井市立保育園条例の一部を改正する条例）について委員会
付託を省略し即決を求める動議（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 即 可　決

第
１
回

臨
時
会

小金井市議会議員及び小金井市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 即 原案可決

○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（病気療養） 議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑
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託
　
先

清
水
　
が
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吹
春
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す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

第
3
回
定
例
会

小金井市長期計画審議会条例の一部を改正する条例、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例 総 原案可決
小金井市乳幼児の医療費の助成に関する条例及び小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 厚 原案可決
市道路線の認定について、市道路線の変更について 建 可　決
湖南衛生組合を組織する地方公共団体の数の増加及び湖南衛生組合規約の変更について 建 原案可決
令和 ４ 年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ２ 回）、令和 ４ 年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 １ 回）、令和 ４ 年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 １ 回） 予 原案可決
小金井市清掃関連施設（資源物処理施設）整備工事請負変更契約について 即 可　決
小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例、令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ８ 回） 即 原案可決
市長の退職の期日に関する同意について 即 同　意
小金井市長期計画審議会条例の一部を改正する条例の訂正、小金井市公立保育園の在り方検討委員会設置条例の訂正（議員提案）、小金井市立中学校給食費補助金の交付に関する条例の
訂正（議員提案） 即 承　認

第
１
回

臨
時
会

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ９ 回） 即 原案可決

長
）
に
付
託
し
、
９
月
14
日
及
び
26

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
等
を
踏

ま
え
、
職
員
の
定
年
年
齢
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
勤
務

上
限
年
齢
制
及
び
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
制
を
導
入
す
る
ほ
か
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

10
月
７
日
の
本
会
議
で
は
、起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
９

月
29
日
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
決
算

認
定
議
案
５
件
の
審
査
を
行
う
予
定

で
し
た
が
、
市
長
が
「
市
立
保
育
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」を

専
決
処
分
し
た
こ
と
に
伴
い
、
委
員

会
を
中
断
し
、
急
遽
、
専
決
処
分
に

つ
い
て
の
全
員
協
議
会
を
９
月
30
日

か
ら
３
日
間
開
催
し
ま
し
た
。そ
の

た
め
、
委
員
会
で
の
審
査
を
再
開
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
議
案
５

件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

テ
ィ
バ
ス
の
再
編
や
利
用
促
進
の
た

め
の
「
公
共
交
通
施
策
に
要
す
る
経

費
」（
２
千
52
万
千
円
）
な
ど
で
す
。

９
月
15
日
の
委
員
会
で
は
、
渡
辺

（
大
）
委
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
22
日
の
委
員
会
で
は
否
決
し
た

後
、
原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結

果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

９
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
渡
辺

（
大
）
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
、
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
否
決
し
た
後
、
原

案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

年
度
は
18
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
を
よ
り
市
民
生
活
支
援
に
活
用

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
て
が
７
・
８
億

円
あ
る
が
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

対
応
す
る
た
め
の
計
画
的
な
財
政
運

営
を
示
す
こ
と
を
求
め
る
。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

審
議
し
た
主
な
議
案

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
4
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
回
）

令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
（
継
続
審
査
）
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、12月6日（火）午後5時までです。

○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（病気療養） 議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　議：議会運営委員会

市長の「新庁舎の設計と建設時
期の大胆な見直し」発言を踏ま
え設置される「協議の場」に関す
る陳情書

今後設定される市長と議会による「協議の場」の在り方について、①原
則としてYouTubeで公開すること、②全文筆記形式の議事録を作成する
こと、③資料はＨＰで速やかに公開すること、④市民・関係者が意見を
提出できるようにすることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 採　択

「地雷」と命名された闇切手事件
の解明と、全庁的再発防止を求
める陳情書

①真相を解明し、市民に報告すること、②通常の質疑で真相が解明でき
ない場合、地方自治法第98条第 １ 項に基づく事務検査を立ち上げ、参考
人質疑等実施すること、③金券類・有価証券類に関する全庁的な実態調
査を行い、再発防止策を講じることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 採　択

日本大学事件と小金井市新庁舎
の設計会社との関係等について
市報や市ＨＰでの説明を求める
陳情書

①市長に対して、当該設計会社に聞き取り調査を行い、市報及び市ＨＰ
で内容を公表するよう求めること、②市長による調査が不十分だと判断
される場合、本陳情が付託された委員会に、当該設計会社を参考人とし
て招致し、事実関係を解明することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 総 不採択

市民いこいの家の売却に関する
陳情書

市民いこいの家の売却に当たり、①社会福祉協議会は、遺贈者の意思を
尊重し、庭園を残す条件を付け、できるだけ高値で売るよう努力するこ
と、②売却は公平かつ透明な形で行うこと、③①、②を実現するために
固定資産税の支払猶予等の支援をすることを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 厚 不採択

都市計画道路の問題に関する陳
情書

３ ・ ４ ・ １ 号線と ３ ・ ４ ・１１号線の問題である。どちらをとるのかと
言われたのかと推理する。市長は都知事ではない、一介の市長に過ぎ
ない。連雀通りの拡張は立退料や抵抗が大きく非常に危険な道路であ
る。市民の生命から ３ ・ ４ ・ １ 号線をとると考える。

× × × × × × × 議 × － × × × × × × × × × × × × × 建 不採択

都心への核攻撃があった場合、
本市における被害推定と市民の
生存・延命のための方策の策定
をするべきとする陳情書

ロシアのウクライナ侵攻により、災害の概念に独裁者による一方的な軍
事力行使を加え、現状、自然災害のみに限定している従来の防災計画を
一から見直し、都心への核攻撃があった場合、本市における被害推定と
市民の生存・延命のための方策の策定を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × △ × × × 総 不採択

本市・隣接市における中長距離
ミサイルの標的になる施設のリ
ストアップを行い被弾時の市民
救済方策の策定を求める陳情書

ロシアのウクライナ侵攻により、災害の概念に独裁者の一方的な軍事力
行使を加え、現状、自然災害のみに限定している従来の防災計画を見直
し、本市・隣接市での中長距離ミサイルの標的になる施設のリストアッ
プ、被弾時の市民救済方策の策定を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × △ × × × 総 不採択

浅川など広域支援ごみ処理によ
り域外で排出される本市分CO 2
量の数字を誠実に扱うことを求
める陳情書

廃棄物処理事業にかかるCO 2 排出量について、他市の方々にご負担い
ただく本市責任分のCO 2 量を自ら算定し、市気候非常事態宣言に伴う
全ての計画に明記した上でCO ２ 削減計画を誠実に進めていくことを求
める。

× × × × × × × 議 × － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

小金井市地球温暖化対策地域推
進計画における統計数字積算根
拠の開示を求める陳情書

地球温暖化対策地域推進計画における統計数字積算根拠の開示は、気候
非常事態宣言が行政によるプロパガンダとみなされないための最低絶
対条件であるとして、その公開を求める。

× × × × × × × 議 × － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

小金井市地球温暖化対策地域推
進計画に使用されている統計数
字の検証を求める陳情書

東京市町村自治調査会が作成した資料の数字を用いて計画された市地
球温暖化対策地域推進計画は、遂行に当たって科学的統計データの信ぴ
ょう性に関して検証を必要とするため、同計画に使用しているCO 2 排
出量に関する統計数字の専門家の検証を求める。

× × × × × × × 議 × － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

起案書なしで行われている事業
の見直しと庁内の意思決定プロ
セスが正常に機能しているかど
うかの確認を求める陳情書

市地球温暖化対策地域推進計画にある廃棄物部門排出CO 2 量の資料を
使用するための起案をあげておらず、当該資料の使用に基づく事業の見
直しと全庁的に起案なしで行われている事業の総点検、意思決定プロセ
スが正常に機能しているかの確認を求める。

× × × × × × × 議 × － × × × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

小金井市特別職員の服務の宣誓
に関する条例の制定を求める陳
情書

首長及び議員は、主権者の選挙により選出されたのであるから、当選証
書の受領に際して主権者に対して、日本国憲法の権利にかかる条項を論
理解釈することを明らかにした特別職員の服務の宣誓に関する条例を
制定することを求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × 総 不採択

「小金井市憲法条例」の制定を求
める陳情書

職員の服務の宣誓にかかる条例の別記様式の宣誓書に「日本国憲法を尊
重し」と記載されており、その「日本国憲法」が玉虫色であり、解釈に
よって逆の意味になるという問題があり、意思統一が求められることか
ら「憲法条例」の制定を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × 総 不採択

職員採用において地方公務員法
に基づき適正な試験が行われて
いるかについてのエビデンスの
開示を求める陳情書

職員採用試験問題の情報公開請求を行うと非公開となり、現在、市民
は、職員の能力の程度について何も知りえない。ついては市職員が地方
公務員法に基づき相応の能力を有しているかどうかについて客観的に
証明するエビデンスの開示を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × ○ × × × 総 不採択

個人情報の暴露を伴うマッチング
アプリを市が行うリユース事業の
主体に据え利用者の責任で運用さ
れる計画の再策定を求める陳情書

市の重要課題であるリユース事業において、安全性の担保もせずに一民
間企業のアプリに依拠し、それの広告宣伝の徒に堕していることはまと
もな行政が行うものと思われず、不完全かつ公序良俗を害しかねない事
業計画は容認できない。計画の再策定を求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × × 建 不採択

貫井北町中間処理場の新規ごみ減
量啓蒙施設における市民利用数を
現状の２００倍以上にすること、も
しくは用途変更を求める陳情書

ごみ減量啓蒙施設が市民利用数を現状の２００倍以上を達成できない場合
は当該エリアの破棄による建設費の圧縮、常設のリユース事業所の設置
等用途変更を行い、市民の年間利用数において10,000人超えを目標とし
た事業をこのエリアに策定することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × × 建 不採択

小金井市野川クリーンセンター
稼働に際し、旧リサイクル事業
所以上のリユース実績を上げる
ことを求める陳情書

市施設ごみゼロ化行動基本計画においてリユース事業は ３ Rの一つを担
う重要な施策であり、官が率先してそれを成し遂げるべきとして、新た
な施設において少なくとも旧リサイクル事業所の実績、年間９０トンを超
えるようリユース事業の展開を行うことを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × 建 不採択

沖縄「復帰」５０年、全国の地方議会に対し公正かつ民主的な手続きに則り、沖縄の基地負担の軽減を呼び
かける決議を求める陳情書の撤回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 承　認

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

市
議
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
審
査
し
て
い
る

「
市
議
会
議
員
定
数
」
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
述
（
公
聴
会

で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
令
和
５
年
１
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

（
終
了
は
正
午
頃
を
予
定
）

▼�

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
第
一
会
議
室

▼�

公
述
人
の
募
集
期
間
　
令
和
４
年
12
月
１
日
（
木
）

～
12
月
15
日
（
木
）

応
募
方
法
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
公
聴
会
／

公
述
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

10
月
21
日
（
金
）
は
30
人
（
定
員
30
人
）、
22
日

（
土
）
は
16
人
（
定
員
25
人
）
の
参
加
者
で
し
た
。

当
日
は
、
①
公
立
保
育
園
廃
園
条
例
、
②
庁
舎
＆
新

福
祉
会
館
建
設
、
③
注
目
の
予
算
そ
の
他
の
３
テ
ー
マ

で
各
正
副
委
員
長
か
ら
報
告
し
た
後
、
テ
ー
マ
ご
と
に

分
か
れ
て
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
議
員
か
ら
の
説
明
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」「
参
加
者
同
士
で
の
意
見
交
換
も
し
た
か
っ

た
」「
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
報
告
書
が
ま
と
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
「
市
民
と
議
会
の

交
流
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た

小
金
井
　
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

東
小
金
井
駅
開
設
記
念
会
館

（
マ
ロ
ン
ホ
ー
ル
）

※報告会の当日の
模様はYouTubeで
ご覧になれます。
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?!（4面～6面） 9月 6日、7日、8日、9日

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会

（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（元気！小金井）　元気！小金井
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、YouTube
でご覧いただくことができます。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ん
だ

子
ど
も
の
未
来
保
障
と
し
て
、

多
く
の
自
治
体
が
導
入
を
試
み

て
い
る
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
看
護
師

や
保
健
師
、
心
理
士
が
約
100
家

庭
を
担
当
し
、
妊
娠
期
か
ら
就

学
前
ま
で
の
健
康
診
断
や
保
健

指
導
、
予
防
接
種
を
行
い
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
切
れ
目
の
な
い

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
貧
困
率
、
児
童
相

談
所
の
相
談
数
、
悲
惨
な
児
童

虐
待
事
件
、
子
ど
も
の
死
因
ト

ッ
プ
の
自
殺
、
負
の
連
鎖
の
断

ち
切
り
方
な
ど
、
根
本
的
に
対

処
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ア
ネ
ウ
ボ
ラ
に
関
す
る
市
の
認

識
は
。
イ
他
自
治
体
の
取
組
で

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

❶
市
報
こ
が
ね
い
８
月
１
日

号
に
て
、
町
会
・
自
治
会
の
活

動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
１

年
前
と
比
べ
て
記
事
の
ス
ペ
ー

ス
が
小
さ
く
な
っ
た
ほ
か
、
掲

載
面
が
１
面
か
ら
12
面
へ
移
動

し
て
し
ま
っ
た
。
市
の
取
組
は

後
退
し
た
の
か
。

部
長　

こ
れ
か
ら
も
、
自
治

会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
分
か
り

や
す
く
掲
載
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
く
。
ま
た
、
春
先
に
お

け
る
掲
載
な
ど
も
検
討
し
、
よ

り
効
果
的
な
周
知
に
努
め
た
い
。

❷
今
こ
そ
地
域
活
動
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
時
で
あ
る
。

特
に
高
齢
者
に
対
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
格
差
を
解
消
・
減
少
す
べ

く
、
ス
マ
ホ
講
座
の
大
幅
な
設

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
協

議
会
に
つ
い
て
。
ア
３
会
派
に

よ
る
見
直
し
案
へ
の
見
解
は
。

イ
現
行
案
と
の
比
較
検
討
リ
ス

ク
と
必
要
な
こ
と
は
。
ウ
基
本

設
計
を
変
更
せ
ず
に
で
き
る
範

囲
は
。
エ
議
会
多
数
が
前
提
条

件
の
見
直
し
を
求
め
た
場
合
は
。

部
長　

ア
見
直
し
案
は
施
設

配
置
等
の
や
り
直
し
が
必
要
に

な
り
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
。

イ
設
計
条
件
を
変
更
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
や

り
直
す
べ
き
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
延
伸
や
追
加
支
出
が
想
定
さ

れ
る
。
前
提
条
件
を
見
直
す
の

か
整
理
が
必
要
。
ウ
総
免
震
や

地
下
駐
車
場
の
中
止
は
実
施
設

計
の
変
更
に
よ
り
対
応
で
き
る

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
改
定
に

向
け
、
６
月
に
実
施
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
環

境
に
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
求

め
る
要
望
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、

唯
一
の
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

る
上
水
公
園
運
動
施
設
に
対
し

て
、
前
日
に
雨
が
降
れ
ば
当
日

ど
ん
な
に
晴
れ
て
い
て
も
利
用

中
止
と
な
る
点
、
ラ
イ
ン
引
き

等
の
設
営
に
時
間
が
か
か
る
点

や
砂
ぼ
こ
り
等
の
理
由
で
、
利

用
者
か
ら
も
そ
の
整
備
を
求
め

る
声
が
あ
る
。
ア
今
ま
で
に
人

工
芝
整
備
の
検
討
は
。
イ
人
工

芝
化
は
緑
化
で
は
な
い
の
で
難

し
い
と
い
う
理
由
は
あ
る
か
。

ウ
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

部
長　

ア
人
工
芝
化
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
検
討
経
過
は
な

い
。
芝
生
化
に
つ
い
て
は
防
じ

ん
対
策
と
し
て
検
討
し
た
経
緯

は
あ
る
が
、
維
持
管
理
の
困
難

さ
や
年
間
使
用
日
数
の
制
限
等

問
題
が
あ
っ
た
。
人
工
芝
に
は

そ
の
よ
う
な
制
限
は
な
い
。
イ

土
地
所
有
者
で
あ
る
国
の
承
認

は
必
要
だ
が
、
整
備
に
当
た
り
、

緑
化
が
要
件
と
は
考
え
て
い
な

い
。
ウ
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

要
望
が
一
定
数
あ
る
も
の
と
認

識
し
、
有
効
な
使
い
方
に
つ
い

て
、
今
後
も
利
用
団
体
等
の
意

見
も
伺
い
、
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、バ
ト
ン
ボ
ッ
ク
ス

（
不
用
に
な
っ
た
モ
ノ
を
、
必

要
と
す
る
人
へ
つ
な
げ
る
地
域

の
取
組
）
に
つ
い
て
、
市
へ
広

報
等
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

置
増
な
ど
、
強
力
な
施
策
の
推

進
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
は
。

部
長　

高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
新
た
な
活
動
手
段
の

確
保
は
、
喫
緊
の
地
域
課
題
で

あ
る
。
昨
年
度
か
ら
高
齢
者
ス

マ
ホ
入
門
講
座
を
開
催
し
、
118

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

今
年
度
も
開
催
す
る
予
定
。
ま

た
、
講
座
を
受
講
で
き
な
か
っ

た
高
齢
者
や
、
受
講
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
場
と
し
て
、
ス

マ
ホ
相
談
会
の
開
催
を
都
と
検

討
し
て
き
た
。そ
の
結
果
、10
月

と
11
月
で
４
日
間
開
催
予
定
で

あ
り
、
12
月
以
降
に
つ
い
て
も

調
整
し
て
い
る
。
高
齢
者
が
抱

え
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
問

題
に
対
し
て
、
ま
ず
は
安
心
し

て
何
で
も
何
度
で
も
質
問
で
き

る
場
の
提
供
に
取
り
組
み
た
い
。

参
考
に
な
る
点
は
。
ウ
考
え
方

を
取
り
入
れ
な
い
か
。

部
長　

ア
乳
幼
児
死
亡
率
の

低
下
と
い
う
結
果
が
ネ
ウ
ボ
ラ

に
結
実
し
て
い
る
。
イ
窓
口
を

多
く
設
け
る
な
ど
の
工
夫
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
妊
娠
か
ら
就
学

前
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

目
指
し
て
い
る
。
ウ
保
健
セ
ン

タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
。

❷
公
衆
喫
煙
所
に
つ
い
て
の

考
え
方
と
吸
い
殻
の
入
っ
た
ご

み
袋
を
回
収
ル
ー
ト
に
。

部
長　

公
衆
喫
煙
所
の
設
置

は
困
難
で
あ
る
。
10
月
以
降
、

回
収
ル
ー
ト
に
含
め
る
方
向
で

調
整
を
進
め
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
薬
物
乱
用
防
止
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

が
コ
ス
ト
増
と
な
る
こ
と
も
見

込
ま
れ
る
。
エ
議
会
の
意
思
は

尊
重
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

❷
小
金
井
桜
は
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
か
ら
２
０
２
４
年

12
月
９
日
で
100
周
年
を
迎
え
る
。

ア
市
の
考
え
は
。
市
民
参
加
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の

設
立
を
。
イ
突
然
の
枯
死
と
思

わ
れ
る
状
況
の
原
因
究
明
を
。

部
長　

ア
記
念
式
典
、
小
・

中
学
校
の
校
庭
へ
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
記
念
植
樹
は
市
の
主
導
と
し

て
実
施
し
た
い
。
市
内
奉
仕
団

体
を
中
心
に
実
行
委
員
会
の
立

ち
上
げ
に
向
け
た
説
明
会
を
開

催
す
る
。
イ
短
時
間
に
枯
死
と

思
わ
れ
る
状
況
が
発
生
し
た
こ

と
は
特
に
注
目
す
べ
き
事
案
。

管
理
者
で
あ
る
東
京
都
教
育
庁

が
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
平
成
30
年
か
ら
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ア
当

市
の
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
と

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
の
進
捗

状
況
は
。
イ
在
宅
医
療
の
現
状

は
。
ウ
事
業
の
課
題
と
市
民
へ

の
周
知
は
。

部
長　

ア
日
常
療
養
支
援
、

入
退
院
支
援
、
急
変
時
の
対
応
、

看
取
り
支
援
を
検
討
す
る
各
部

会
を
設
置
し
、
地
域
の
医
療
、

介
護
従
事
者
と
協
議
し
て
い
る
。

イ
在
宅
療
養
を
行
う
診
療
所
が

若
干
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
ウ

医
師
、
看
護
師
の
看
取
り
の
理

解
、
本
人
の
現
状
把
握
、
市
民

へ
の
看
取
り
教
育
が
課
題
で
あ

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

市
民
向
け
講
座
で
配
布
し
た
い
。

❷
東
小
金
井
駅
北
口
周
辺
の

街
づ
く
り
に
つ
い
て
。
ア
駅
前

公
園
を
地
域
の
活
性
化
に
活
用

し
、
事
前
に
水
道
や
電
気
の
設

備
の
設
置
を
。
イ
ま
ち
づ
く
り

事
業
用
地
に
人
が
集
え
る
機
能

の
充
実
と
、
桜
の
資
料
館
の
よ

う
な
特
徴
あ
る
機
能
の
検
討
を
。

ウ
東
大
通
り
の
う
ち
北
大
通
り

南
側
の
進
捗
状
況
は
。
街
路
樹

な
ど
は
地
域
の
声
の
反
映
を
。

部
長　

ア
地
域
の
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
多
目
的
に
利

用
し
た
い
。
水
道
や
電
気
等
は

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
提
案
し

た
い
。
イ
人
が
集
え
る
機
能
は

コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
し
て
い
る
。

資
料
館
は
ご
意
見
と
し
て
伺
う
。

ウ
用
地
取
得
率
は
100
％
で
あ
る
。

地
域
の
声
は
東
京
都
に
伝
え
る
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

防
災
訓
練
は
、
展
示
型
訓
練
、

実
技
型
訓
練
、
図
上
訓
練
の
３

つ
に
分
類
さ
れ
、
小
金
井
市
総

合
防
災
訓
練
は
展
示
型
に
該
当

す
る
。
展
示
型
の
訓
練
も
必
要

だ
が
、
各
町
会
や
自
主
防
災
会

も
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
る
た

め
、
次
の
段
階
へ
向
か
う
時
で

は
。
発
災
想
定
の
下
、
指
定
参

集
要
員
が
避
難
所
設
置
の
確
認

を
行
い
、
町
会
や
自
主
防
災
会

で
実
際
に
避
難
所
や
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
参
加
市

民
は
被
災
者
と
し
て
避
難
所
に

避
難
す
る
な
ど
、
実
践
体
験
型

の
訓
練
を
行
う
こ
と
で
参
加
者

の
経
験
値
を
上
げ
、
多
く
の
気

付
き
を
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

な
い
か
。
総
合
防
災
訓
練
の
内

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
他
の
株
主
自
治
体
を
参
考

に
、
Ｆ
Ｃ
東
京
と
の
更
な
る
取

組
を
。
ア
年
代
に
関
係
な
く
、

健
康
・
産
業
振
興
な
ど
様
々
な

取
組
を
検
討
す
べ
き
。
イ
包
括

連
携
協
定
を
結
ば
な
い
か
。

部
長　

ア
イ
ラ
ス
ト
を
活
用

す
る
な
ど
啓
発
力
を
強
化
し
、

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
で
も
連

携
を
広
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

今
後
も
調
整
の
上
、
更
な
る
活

用
を
模
索
し
た
い
。
イ
連
携
を

拡
大
・
強
化
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
れ
ば
、 

包
括
連
携
協
定
の

締
結
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

❷
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
事
案

の
57
・
９
％
が
心
拍
再
開
を
し

て
い
る
が
、
４
・
２
％
し
か
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て
。

ア
ま
ず
は
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

屋
外
設
置
を
検
討
し
な
い
か
。

イ
傷
病
者
の
胸
部
を
覆
う
三
角

巾
を
適
切
に
配
備
し
な
い
か
。

部
長　

ア
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
た
い
。
イ
既
に
配
布
済

み
で
は
あ
る
が
、
適
正
な
管
理

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ご
指
摘
を

基
に
、
改
め
て
周
知
を
行
う
。

❸
高
校
生
の
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
。
ア
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

イ
所
得
制
限
は
。
ウ
他
市
に
後

れ
を
取
る
こ
と
な
く
、
令
和
５

年
４
月
に
開
始
す
べ
き
。

市
長　

ア
令
和
５
年
10
月
を

考
え
て
い
る
。
イ
所
得
制
限
は

設
け
な
い
方
針
で
進
め
た
い
。

部
長　

ウ
東
京
都
な
ど
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

容
を
検
討
し
な
い
か
。

部
長　

災
害
時
の
避
難
所
開

設
訓
練
や
啓
発
活
動
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

各
地
域
に
よ
る
訓
練
に
よ
り
、

地
域
の
防
災
力
は
向
上
し
て
い

る
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
来

年
度
以
降
の
総
合
防
災
訓
練
を

考
え
る
上
で
、
一
つ
の
検
討
材

料
と
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

更
な
る
応
援
を

ネ
ウ
ボ
ラ
で
子
育
て
支
援
を

／
公
衆
喫
煙
所
の
設
置
を

在
宅
医
療
の
充
実
／
東
小
金

井
駅
北
口
周
辺
の
街
づ
く
り

市
民
が
安
定
利
用
で
き
る

屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を

庁
舎
等
建
設
の
行
方
と

小
金
井
桜
100
周
年
に
向
け
て

Ｆ
Ｃ
東
京
と
の
関
係
強
化
を

／
高
校
生
医
療
費
助
成
時
期

小
金
井
市
の
防
災
訓
練
を

見
直
さ
な
い
か

「過去の市防災訓練の模様」

http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
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�

坂
井
え
つ
子

�

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
文
化
財
セ
ン
タ
ー
出
入
口

付
近
の
壁
の
下
部
が
朽
ち
て
い

る
。
修
繕
を
提
案
し
て
き
た
が
、

今
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

改
め
て
修
繕
を
求
め
る
。 

部
長　

出
入
口
付
近
で
も
あ

り
、
見
た
目
も
好
ま
し
く
な
い

の
で
、
応
急
処
置
的
な
対
応
を

と
り
た
い
。

❷
ア
学
校
施
設
へ
再
エ
ネ
電

力
の
導
入
を
。
イ
学
校
施
設
に

お
け
る「
省
エ
ネ
」「
創
エ
ネ
」

の
取
組
を
。
ウ
再
エ
ネ
電
力
を

導
入
し
て
い
る
市
公
共
施
設
で

の
維
持
と
、
他
施
設
へ
の
拡
大

を
。
エ
公
共
施
設
に
お
け
る

「
省
エ
ネ
」「
創
エ
ネ
」の
取
組
を
。

部
長　

ア
検
討
は
し
て
い
る
。

電
気
料
金
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、

�

水
谷
た
か
こ

�

（
こ
が
お
も
）

❶
更
年
期
に
不
調
を
感
じ
て

も
受
診
し
な
い
人
が
多
い
。
ア

更
年
期
対
策
に
つ
い
て
市
民
向

け
の
事
業
や
職
員
向
け
の
研
修

は
し
て
い
る
か
。
イ
男
性
も
含

め
啓
発
を
し
な
い
か
。

部
長　

ア
更
年
期
対
策
と
銘

打
っ
て
は
い
な
い
が
健
康
講
座

は
あ
る
。
職
員
向
け
の
研
修
は

な
く
、研
究
す
る
。イ
紹
介
さ
れ

た
他
市
事
例
を
見
る
と
、
が
ん

検
診
や
健
康
講
座
等
の
啓
発
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
受
診
率

向
上
や
参
加
者
増
が
期
待
で
き

る
と
感
じ
た
の
で
検
討
し
た
い
。

❷
ア
市
報
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
の
経
費
は

他
市
と
比
較
し
て
ど
う
か
。
イ

複
数
件
起
き
て
い
る
誤
送
付
の

�

白
井　

亨

�

（
こ
が
お
も
）

昨
年
も
取
り
上
げ
た
不
登
校

の
学
び
の
機
会
確
保
に
つ
い
て
。

ア
重
要
な
役
割
の
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

を
令
和
２
年
度
に
増
員
し
、
１

人
当
た
り
の
支
援
人
数
は
、
増

員
を
決
め
た
年
か
ら
か
な
り
増

え
て
い
る
。
更
な
る
増
員
が
必

要
で
は
。
イ
共
働
き
世
帯
が
増

え
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
に
よ
る
平
日
夜
や

土
日
対
応
は
。
ウ
昨
年
も
提
案

し
た
が
、
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
等
に
通
う
ご
家
庭
へ
の
経

済
的
支
援
の
検
討
は
。
エ
経
済

的
支
援
の
何
が
ネ
ッ
ク
か
。
オ

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ
の
視
察
の

実
施
は
。
カ
国
の
検
討
会
議
で

も
自
治
体
に
よ
る
民
間
団
体
と

�

た
ゆ
久
貴

�

（
日
本
共
産
党
）

経
済
状
況
や
様
々
な
状
況
に

よ
り
住
宅
確
保
が
大
変
な
市
民

が
い
る
。
ア
小
金
井
市
は
７
月

か
ら
居
住
支
援
相
談
窓
口
を
開

設
し
た
。
７
月
の
相
談
件
数
は

８
件
と
の
こ
と
だ
が
、
実
際
に

入
居
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
。
イ
７
月
の
第
１
週
に
初
回

相
談
に
行
き
、
２
か
月
後
の
９

月
に
な
っ
て
も
ま
だ
住
居
が
決

ま
っ
て
い
な
い
状
況
の
方
が
い

る
。
納
得
す
る
住
居
に
決
ま
る

こ
と
が
大
切
だ
が
、
同
時
に
相

談
か
ら
入
居
ま
で
時
間
が
か
か

ら
な
い
よ
う
相
談
方
法
の
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ウ
住
宅

改
修
や
家
賃
減
額
へ
の
補
助
が

あ
る
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
の
活
用
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
エ
住
宅
確
保
要
配

慮
者
へ
の
入
居
か
ら
そ
の
後
の

生
活
を
継
続
す
る
と
こ
ろ
ま
で

の
支
援
業
務
を
行
う
居
住
支
援

法
人
が
、
市
内
に
誕
生
す
る
よ

う
働
き
か
け
や
支
援
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
入
居
ま
で
進
ん
だ

相
談
は
ゼ
ロ
件
で
あ
る
。
イ
課

題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
居
住

支
援
協
議
会
の
中
で
協
議
を
し

た
い
。
ウ
制
度
の
活
用
状
況
は

ゼ
ロ
件
で
あ
る
。
協
議
会
で
の

報
告
・
協
議
を
検
討
し
た
い
。

エ
都
内
に
41
法
人
あ
る
が
市
内

に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
今
後

の
課
題
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
市
と
し
て
の
家
賃

助
成
制
度
を
」「
市
営
住
宅
や
高

齢
者
住
宅
の
整
備
を
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

一
部
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ

て
い
な
い
。
基
準
は
あ
る
の
か
。

ウ
審
議
会
等
の
資
料
や
会
議
録

で
未
公
開
の
も
の
が
あ
り
、
シ

ス
テ
ム
的
な
管
理
が
必
要
で
は
。

エ
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
。

オ
広
報
に
関
す
る
職
員
研
修
を
。

部
長　

ア
他
市
と
比
べ
て
高

い
方
で
は
な
い
。
イ
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
指
針
が
あ
り
、
総
合
的
に

判
断
し
た
。
ウ
シ
ス
テ
ム
化
や

チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
。
エ
現
Ｈ
Ｐ

の
契
約
が
令
和
７
年
９
月
ま
で

で
あ
り
、
更
新
時
に
ど
う
す
る

か
は
今
後
の
検
討
課
題
。
オ
広

報
担
当
の
研
修
は
あ
る
が
、
一

般
職
員
へ
の
広
報
の
研
修
は
な

い
。
提
案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

■
そ
の
他
、「
コ
ン
テ
ナ
症
候
群
」

に
つ
い
て
市
の
認
識
を
聞
き
、

積
極
的
な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

導
入
が
難
し
い
。
意
義
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
更
な
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

イ
新
た
に
学
校
の

長
寿
命
化
計
画
を
再
検
討
す
る

時
に
は
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
も
視

野
に
入
れ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

ウ
料
金
の
高
騰
な
ど

の
課
題
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

現
状
維
持
の
み
な
ら
ず
、
可
能

な
限
り
拡
大
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。
東
京
都

に
も
基
礎
的
自
治
体
へ
の
特
段

の
支
援
を
要
望
し
た
。

部
長　

エ
建
築
物
の
省
エ
ネ

を
図
る
た
め
に
は
断
熱
性
の
向

上
が
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

国
や
東
京
都
か
ら
の
情
報
な
ど

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
有
益

な
情
報
は
庁
内
で
共
有
し
た
い
。

の
連
携
と
信
頼
関
係
の
構
築
が

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
視
察

し
て
関
係
づ
く
り
を
。
キ
他
自

治
体
で
は
、
教
育
委
員
会
と
民

間
団
体
も
含
め
た
協
議
体
で
情

報
連
携
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

市
で
も
協
議
体
を
作
ら
な
い
か
。

部
長　

ア
増
員
に
つ
い
て
学

校
か
ら
特
段
の
要
望
は
な
い
が
、

状
況
を
注
視
す
る
。
イ
時
間
外

対
応
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
社

会
情
勢
を
見
据
え
て
考
え
て
い

く
。
ウ
東
京
都
の
調
査
・
研
究

事
業
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

エ
民
間
団
体
の
実
態
把
握
は
１

つ
の
課
題
で
あ
る
。
オ
視
察
は

行
っ
て
い
な
い
。
カ
今
後
検
討

し
た
い
。
キ
視
察
や
連
携
も
踏

ま
え
、
民
間
団
体
の
広
が
り
等

に
よ
り
検
討
会
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
き
た
い
。

�

渡
辺
ふ
き
子

�

（
公
明
党
）

❶
母
子
手
帳
に
は
、
障
が
い

や
低
出
生
体
重
児
に
も
対
応
す

る
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

た
記
録
や
情
報
提
供
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
母
子
手
帳
機
能

と
地
域
の
情
報
配
信
機
能
を
併

せ
持
ち
、
12
の
多
言
語
に
対
応

す
る
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
母
子
モ
」
を
導
入
し
な
い
か
。

部
長　

現
在
出
生
児
の
約

35
％
が
こ
が
ね
い
っ
こ
健
康
ナ

ビ
に
登
録
し
て
い
る
。
国
の
検

討
会
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
電

子
母
子
手
帳
の
連
携
を
検
討
し

て
お
り
、
調
査
研
究
し
た
い
。

❷
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が
ん

の
手
術
後
に
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
等

を
利
用
す
る
男
性
の
７
割
が
、

捨
て
る
場
所
が
な
く
困
っ
て
い

る
と
い
う
。
ア
女
性
ト
イ
レ
に

は
生
理
用
品
を
捨
て
る
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
が
、
市

役
所
等
の
男
性
ト
イ
レ
に
も
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
な
い
か
。
イ

市
役
所
庁
舎
の
１
階
男
性
ト
イ

レ
を
洋
式
化
し
な
い
か
。

部
長　

ア
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
先
進
事
例
を
情
報
収

集
し
研
究
す
る
。
イ
新
庁
舎
へ

の
移
転
の
時
期
も
考
慮
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

❸
介
護
者
支
援
の
更
な
る
充

実
が
求
め
ら
れ
る
。ア
休
日
、夜

間
の
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

申
請
方
法
は
。
イ
緊
急
時
の
受

入
れ
可
能
施
設
の
拡
充
を
。

部
長　

ア
閉
庁
時
は
代
表
電

話
で
受
付
を
行
い
、
課
長
ま
た

は
部
長
が
対
応
す
る
。
イ
受
入

れ
可
能
な
施
設
を
増
や
し
た
い
。

�

清
水
が
く

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

来
年
10
月
で
市
歌
が
誕
生
し

て
５
周
年
を
迎
え
る
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
世
代
を

超
え
て
歌
い
継
が
れ
て
い
く
よ

う
な
市
歌
「
光
さ
す
野
辺
」
の

活
用
を
検
討
し
な
い
か
。

私
は
中
学
時
代
、
合
唱
部

（
当
時
は
有
志
合
唱
）
に
所
属

し
、
音
楽
が
持
つ
特
有
の
力
を

実
感
し
て
い
る
。
市
歌
を
通
じ

て
小
金
井
市
に
愛
着
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
寄
与
す
る
た

め
の
取
り
組
む
べ
き
市
歌
の
活

用
方
法
を
提
案
す
る
。

例
え
ば
、
市
役
所
の
電
話
の

保
留
音
、
夕
方
５
時
に
流
れ
る

防
災
行
政
無
線
か
ら
の
定
時
メ

�

古
畑
俊
男

�

（
元
気
！
小
金
井
）

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
影
響
下
で
、
市
役
所
窓
口
で

は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
や

マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
、
市
民
対

応
時
に
聞
き
と
り
に
く
い
状
況

が
あ
る
。
聞
こ
え
づ
ら
さ
を
抱

え
た
市
民
へ
の
対
応
と
し
て
、

筆
談
や
手
話
対
応
等
で
配
慮
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
市
民
か
ら
意
見
等
が
あ
る

か
。
イ
駅
の
窓
口
や
自
治
体
施

設
等
で
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
取
付
け
型
会
話
ア
シ
ス
ト
シ

ス
テ
ム
の
設
置
事
例
が
あ
る
。

当
市
に
お
い
て
も
導
入
を
検
討

し
な
い
か
。
ウ
全
て
の
市
役
所

窓
口
に
設
置
は
難
し
く
て
も
、

会
話
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
が
設

置
さ
れ
て
い
る
窓
口
へ
案
内
を

促
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
聞

こ
え
づ
ら
さ
の
解
消
は
、
職
員

の
負
担
軽
減
に
も
な
る
。
市
長

の
見
解
は
。

部
長　

ア
聞
こ
え
づ
ら
さ
の

あ
る
市
民
に
は
、
提
出
資
料
の

と
お
り
対
応
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
、
意
見
は
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
。
イ
自
治
体
で
の
導
入

事
例
は
、
報
道
等
で
内
容
を
含

め
て
把
握
し
て
い
る
。
市
役
所

窓
口
で
導
入
の
検
討
を
行
う
場

合
は
、
関
係
す
る
部
署
と
連
携

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

市
長　

ウ
ス
ム
ー
ズ
な
市
民

対
応
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
職

員
に
と
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
軽
減

に
つ
な
が
る
。
導
入
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
研
究
し
た
い
。

ロ
デ
ィ
ー
、
市
内
を
走
る
ご
み

収
集
車
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
小
・

中
学
校
の
授
業
を
通
じ
た
市
歌

指
導
、
市
主
催
の
式
典
で
の
市

歌
斉
唱
、
市
内
鉄
道
駅
で
の
発

車
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
市
役
所
の
始

業
と
終
業
の
チ
ャ
イ
ム
等
に
市

歌
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
、
い
か
が
か
。

ま
た
、
こ
の
提
案
を
実
現
す

る
た
め
に
は
市
歌
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
化
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
化
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

部
長　

市
歌
は
自
然
と
口
ず

さ
ま
れ
親
し
ま
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
様
々

な
場
所
で
市
歌
を
耳
に
す
る
状

況
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
周
知
と
活
用
に
努
め
る
。

課
長　

Ｂ
Ｇ
Ｍ
化
に
つ
い
て
、

可
能
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

�

岸
田
正
義

�
（
み
ら
い
）

本
市
の
増
加
す
る
不
登
校
児

童
・
生
徒
が
学
び
を
止
め
な
い

た
め
に
、
児
童
・
生
徒
が
主
体

的
に
学
び
た
い
と
感
じ
た
時
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
重
層
的
な
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
子
ど
も
を

制
度
に
当
て
は
め
る
の
で
は
な

く
、
状
況
に
合
わ
せ
た
制
度
の

構
築
を
。ア
教
室
外
に
児
童
・
生

徒
が
安
心
し
て
落
ち
着
け
る
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
で
は
。
イ

Ｈ
Ｓ
Ｃ
や
起
立
性
調
整
障
害
な

ど
当
日
の
体
調
を
見
る
ま
で
分

か
ら
な
い
児
童
・
生
徒
の
場
合
、

二
重
の
食
費
が
負
担
と
な
る
。

給
食
費
の
減
額
や
還
付
の
検
討

は
。
ウ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
学

校
や
学
級
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
状
況
の
早
期
解
消
を
。

エ
学
校
や
も
く
せ
い
教
室
に
通

え
ず
、
支
援
の
手
が
届
き
づ
ら

い
児
童
・
生
徒
に
オ
ン
ラ
イ
ン

不
登
校
支
援
な
ど
新
た
な
選
択

肢
を
作
る
べ
き
。
オ
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
や
経
済
的
支

援
の
構
築
を
。
カ
い
ず
れ
の
支

援
も
届
か
な
い
子
ど
も
へ
家
庭

教
育
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
展
開
を
。

部
長　

ア
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
い
け
る
よ
う
検
討
す

る
。
イ
よ
り
良
い
方
法
を
検
討

し
た
い
。
ウ
各
学
校
の
状
況
に

応
じ
た
改
善
が
必
要
。
エ
秋
の

開
始
を
目
途
に
仮
想
空
間
で
学

習
状
況
を
支
援
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
る
。
オ
情
報

交
換
を
始
め
、
連
携
の
在
り
方

を
協
議
し
て
い
く
。
カ
十
分
に

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
に

合
わ
せ
た
重
層
的
な
支
援
を

更
年
期
対
策
の
推
進
を
／
市

の
広
報
・
広
聴
を
考
え
よ
う

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
を

待
っ
た
な
し
気
候
危
機
対
策

電
子
母
子
手
帳
の
導
入
／
男

性
ト
イ
レ
に
も
汚
物
入
れ
を

『
住
ま
い
は
人
権
』の
立
場
で

／
相
談
窓
口
の
改
善
を

不
登
校
の
学
び
に
つ
い
て

機
会
格
差
を
な
く
そ
う

市
役
所
窓
口
で
の
音
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
目
指
さ
な
い
か

小
金
井
市
歌
を
積
極
的
に

活
用
し
よ
う
！
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渡
辺
大
三

�
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報
公
開
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❶
小
金
井
市
は
、
課
税
部
門

は
市
民
税
課
、
資
産
税
課
の
２

課
制
を
取
っ
て
い
る
。
小
金
井

市
と
人
口
・
面
積
が
類
似
し
て

い
る
国
分
寺
市
、
東
久
留
米
市
、

昭
島
市
は
い
ず
れ
も
一
つ
の
課

で
対
応
し
て
お
り
、
課
長
も
１

人
ず
つ
で
あ
る
が
、
小
金
井
市

は
課
長
が
２
人
い
る
。
ま
た
、

小
金
井
市
よ
り
も
人
口
が
多
い

立
川
市
、
小
平
市
、
東
村
山
市
、

多
摩
市
も
課
税
課
は
一
本
化
さ

れ
て
い
る
。
１
課
に
統
合
で
き

な
い
合
理
的
理
由
が
あ
る
の
か
。

部
長
　
平
成
８
年
度
以
前
は

１
課
で
あ
っ
た
。
平
成
７
年
に
、

行
政
診
断
調
査
報
告
書
に
お
い

て
、
分
離
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
平
成
９
年
度
に
現
在
の
体

�

湯
沢
綾
子

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

９
月
議
会
で
は
ワ
ク
チ
ン
の

不
適
切
な
取
扱
い
を
巡
り
市
長

の
給
与
が
減
額
さ
れ
た
が
、
他

に
も
帳
簿
外
切
手
の
問
題
、
郵

送
物
の
誤
発
送
に
よ
る
個
人
情

報
の
漏
え
い
な
ど
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
上
の
課
題
と
い
え
る

事
案
が
い
ま
だ
に
度
々
発
生
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ア

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員

会
が
た
だ
報
告
を
受
け
る
だ
け

の
場
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
ど

の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る

か
。
イ
今
年
度
委
員
長
に
就
任

さ
れ
た
副
市
長
は
本
市
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。
ウ
特

に
短
い
期
間
で
誤
発
送
が
繰
り

返
し
起
き
て
い
る
の
は
問
題
。

制
と
な
っ
た
。
統
合
し
て
も
、

課
長
の
ほ
か
に
担
当
課
長
を
置

か
な
け
れ
ば
、
管
理
の
目
を
行

き
届
か
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

統
合
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究

を
進
め
た
い
。

❷
東
小
金
井
駅
北
口
に
つ
い

て
。
梶
野
通
り
の
北
大
通
り
か

ら
駅
ま
で
の
区
間
と
駅
前
に
整

備
さ
れ
る
公
園
を
一
体
的
な
エ

リ
ア
と
し
て
、
名
称
を
公
募
し

て
は
ど
う
か
。
藤
井
寺
市
は
名

称
を
公
募
し
、
道
路
は
「
ぽ
ぽ

ろ
ー
ど
」、
公
園
は「
デ
ラ
パ
ー

ク
」
と
名
付
け
た
。
茨
木
市
は

区
画
整
理
で
誕
生
し
た
町
の
愛

称
を
募
集
し
、「
イ
コ
ク
ル
い

ば
ら
き
」
と
し
た
。

部
長
　
一
体
的
な
空
間
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
名

称
の
変
更
も
考
え
ら
れ
る
。

課
を
越
え
て
起
こ
る
類
型
的
な

ミ
ス
に
つ
い
て
は
再
発
防
止
を

各
課
任
せ
に
せ
ず
、
長
自
ら
リ

ス
ク
を
評
価
し
対
応
策
を
講
じ

る
内
部
統
制
の
考
え
方
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

部
長
　
ア
事
案
の
報
告
や
再

発
防
止
策
の
共
有
を
行
っ
て
い

る
。
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
に
つ
い
て
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

ウ
全
庁
的
に
共
通
の
事
務
で
発

生
し
た
事
案
は
、
再
発
防
止
や

そ
の
後
の
点
検
に
つ
い
て
も
委

員
会
で
取
組
を
進
め
た
い
。

副
市
長
　
イ
本
市
の
誤
発
送

に
よ
る
個
人
情
報
漏
え
い
は
、

発
生
頻
度
が
高
い
と
正
直
感
じ

て
い
る
。
事
案
の
傾
向
や
事
務

の
実
態
を
踏
ま
え
、
本
市
に
合

っ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

の
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

�

斎
藤
康
夫

�

（
市
民
会
議
）

東
京
都
医
師
会
、
愛
知
県
、

奈
良
県
立
医
科
大
学
、
日
本
有

志
医
師
の
会
等
の
資
料
を
見
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
実
態
が
分
か
る
。
ア
子

ど
も
に
、
危
険
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
し
て
は
い
け
な
い
。
健
康

な
子
ど
も
は
感
染
し
て
も
重
症

化
や
死
亡
す
る
確
率
が
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
低
い
。

副
反
応
の
危
険
性
を
認
識
す
べ

き
。
全
員
に
送
付
す
る
の
で
は

な
く
、
希
望
者
の
み
に
接
種
券

を
送
る
べ
き
。
イ
指
定
感
染
症

の
類
型
の
見
直
し
を
国
に
求
め

る
べ
き
。
市
議
会
で
も
こ
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案

す
る
予
定
で
あ
る
（
の
ち
に
否

決
）。ウ
コ
ロ
ナ
以
外
で
の
死
亡

者
数
激
増
の
原
因
究
明
を
国
に

求
め
る
べ
き
。
昨
年
と
比
べ
、

本
年
２
、
３
月
だ
け
で
死
亡
者

が
３
万
５
千
人
増
え
て
い
る
。

こ
の
異
常
事
態
の
原
因
が
究
明

さ
れ
て
い
な
い
。

部
長
　
ア
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
小
児
の
接
種
は
努
力
義
務

が
適
用
さ
れ
た
。
事
実
上
の
強

制
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
、

主
体
的
に
判
断
で
き
る
環
境
を

整
え
た
い
。
イ
現
在
の
指
定
は

担
当
者
で
も
違
和
感
が
あ
る
と

感
じ
て
お
り
、
議
論
を
見
守
る
。

ウ
課
長
会
、
部
長
会
の
動
き
の

中
で
歩
調
を
合
わ
せ
た
い
。

市
長
　
ア
政
府
の
方
針
に
基

づ
き
接
種
を
進
め
て
き
た
。
体

制
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
。

イ
東
京
都
市
長
会
な
ど
で
の

今
後
の
議
論
を
見
守
り
た
い
。

�

安
田
け
い
こ

�

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

都
立
高
入
試
に
用
い
る
英
語

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
に
つ
い

て
。
ア
登
録
し
た
個
人
情
報
を

管
理
す
る
の
は
誰
か
。
イ
小
金

井
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
照

ら
し
て
問
題
は
。
ウ
不
受
験
者

に
は
学
力
テ
ス
ト
結
果
が
同
じ

10
人
程
の
受
験
者
の
平
均
点
か

ら
算
出
し
た
得
点
が
付
与
さ
れ

る
。
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
結
果
に

高
い
相
関
性
が
あ
る
と
い
う
デ

ー
タ
は
存
在
す
る
か
。
エ
不
受

験
者
に
付
与
さ
れ
る
仮
の
テ
ス

ト
結
果
が
他
の
受
験
者
に
影
響

し
順
位
が
入
れ
替
わ
る
逆
転
現

象
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
か
。

オ
テ
ス
ト
結
果
を
検
証
で
き
る

か
。
カ
受
験
生
と
保
護
者
は
得

点
の
算
出
方
法
等
を
正
し
く
理

解
し
結
果
を
受
け
止
め
ら
れ
る

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

部
長
　
ア
東
京
都
と
協
定
を

結
ん
だ
事
業
者
が
機
密
漏
え
い

防
止
を
徹
底
す
る
。
イ
東
京
都

の
事
業
な
の
で
東
京
都
の
法
令

に
基
づ
く
。
ウ
英
語
習
得
の
４

つ
の
技
能
「
聞
く
・
読
む
・
書

く
・
話
す
」
は
切
り
離
せ
な
い

た
め
、
一
定
の
関
係
性
は
あ
る
。

エ
認
識
し
て
い
る
。
オ
個
票
に

記
す
６
段
階
の
グ
レ
ー
ド
等
を

元
に
検
証
で
き
る
。
カ
東
京
都

が
配
布
し
た
お
知
ら
せ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、
一
定

の
理
解
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
ナ
ラ
枯
れ
防
止
対

策
、
生
活
保
護
利
用
者
に
寄
り

添
う
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

�

水
上
洋
志

�

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰

な
ど
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た

め
に
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
が

必
要
で
あ
る
。
ア
新
型
コ
ロ
ナ

の
減
免
に
つ
い
て
、
前
年
の
所

得
と
の
比
較
で
は
な
く
コ
ロ
ナ

前
の
所
得
と
の
比
較
に
す
べ
き
。

イ
所
得
が
ゼ
ロ
の
場
合
、
減
免

の
対
象
外
と
な
る
加
入
者
を
救

済
す
べ
き
。
ウ
市
民
生
活
が
大

変
な
中
、
国
保
税
の
増
税
は
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

部
長
　
ア
国
の
補
助
制
度
を

超
え
て
市
単
独
で
の
減
免
は
難

し
い
。
イ
昨
年
度
は
４
件
が
対

象
外
と
な
っ
た
。
市
単
独
の
補

助
は
難
し
い
。
ウ
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

❷
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の

中
、
事
業
者
へ
の
支
援
を
求
め

る
。
ア
他
市
が
行
っ
て
い
る
燃

料
代
補
助
や
一
律
の
給
付
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。
イ
契
約
に

お
い
て
、
労
務
費
、
原
材
料
費

な
ど
取
引
価
格
を
反
映
し
た
適

正
な
請
負
代
金
の
設
定
や
工
期

の
確
保
、
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適

用
を
求
め
る
。
ウ
区
部
に
お
い

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
な
ど
を

理
由
に
公
契
約
条
例
の
制
定
が

進
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
長
　
ア
交
付
金
は
今
後
示

さ
れ
る
。
事
業
者
の
範
囲
や
給

付
方
法
等
検
討
し
て
い
く
。

部
長
　
イ
契
約
に
最
新
の
単

価
を
反
映
し
、
契
約
約
款
に
ス

ラ
イ
ド
条
項
を
定
め
て
い
る
。

ウ
他
市
の
状
況
を
注
視
し
、
契

約
制
度
の
改
善
に
努
め
る
。

原
油
価
格･

物
価
高
騰
の
中

市
民
生
活
支
援
を

�

森
戸
よ
う
子

�

（
日
本
共
産
党
）

❶
コ
コ
バ
ス
に
つ
い
て
。
ア

物
価
高
騰
で
市
民
生
活
が
厳
し

い
中
、
運
賃
を
100
円
か
ら
180
円

に
値
上
げ
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
イ
シ
ル
バ

ー
パ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ウ
貫
井

南
循
環
の
路
線
バ
ス
の
減
便
と

ル
ー
ト
変
更
、
ま
た
東
町
循
環

の
東
大
通
り
の
ル
ー
ト
変
更

に
、
見
直
し
を
求
め
る
声
が
出

さ
れ
て
お
り
検
討
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
持
続
可
能
な
運
行

形
態
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
方
針

に
基
づ
き
、
過
度
な
負
担
な
く
、

公
共
交
通
を
支
え
る
た
め
の
仕

組
み
を
構
築
す
る
と
い
う
視
点

で
検
討
し
た
結
果
、
180
円
に
設

定
し
た
。
イ
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を

導
入
し
た
場
合
、
市
の
財
政
負

担
が
増
大
し
運
行
が
厳
し
く
な

る
た
め
、
高
齢
者
は
割
引
で
100

円
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。

ウ
道
路
幅
員
が
狭
く
安
全
上
の

課
題
、
路
線
バ
ス
の
利
用
者
数

の
減
な
ど
に
よ
り
変
更
し
た
。

❷
反
社
会
的
な
団
体
で
あ
る

統
一
協
会
に
つ
い
て
。
ア
市
長

は
統
一
協
会
と
関
わ
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
。
イ
市
が
統
一
協
会

の
関
連
団
体
に
対
し
、
後
援
承

認
は
し
て
い
な
い
か
。
ウ
市
報

や
チ
ラ
シ
で
周
知
し
、
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
ア
団
体
と
の
関
わ
り

は
な
い
。

部
長
　
イ
調
査
し
た
が
、
後

援
は
し
て
い
な
い
。
ウ
相
談
窓

口
等
の
周
知
に
努
め
た
い
。

コ
コ
バ
ス
の
運
賃
値
上
げ
は

す
べ
き
で
は
な
い

�

片
山
か
お
る

�

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
居
住
支
援
に
は
、
住
ま
い

始
め
る
た
め
と
住
ま
い
続
け
る

た
め
の
支
援
が
あ
る
と
認
識
す

べ
き
。
ア
居
住
支
援
協
議
会
の

部
会
は
。
イ
開
設
イ
ベ
ン
ト
は
。

ウ
市
内
不
動
産
店
へ
の
協
力
呼

び
か
け
は
。

課
長
　
ア
ま
だ
開
い
て
な
い
。

部
長
　
イ
こ
れ
か
ら
検
討
し

た
い
。
ウ
11
店
舗
が
登
録
し
た
。

❷
公
立
保
育
園
廃
園
問
題
は

子
ど
も
の
権
利
侵
害
の
最
た
る

も
の
で
あ
り
、
段
階
的
縮
小
と

い
う
年
々
子
ど
も
が
減
っ
て
い

く
非
常
に
残
酷
な
手
段
を
用
い

て
い
る
。
ア
子
ど
も
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
な
ら
ば
、
権

利
侵
害
を
認
め
、
ど
う
是
正
す

る
の
か
検
討
す
べ
き
。
イ
権
利

侵
害
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由

を
。今
後
、
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
が
ど
う
判
断
を
示
し

て
い
く
の
か
注
目
す
る
。

部
長
　
ア
卒
園
す
る
ま
で
通

え
る
こ
と
を
保
障
し
廃
園
ま
で

市
が
責
任
を
持
っ
て
保
育
す
る
。

■
そ
の
他
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の

理
解
の
取
組
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
充
実
を
質
問
し
ま

し
た
。

公
立
保
育
園
廃
園
は
子
ど
も

の
権
利
侵
害
の
最
た
る
も
の

「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」

議会運営委員会
開催日時：11月18日（金）午前10時
　　　　　12月13日（火）午後２時
審査案件：6件

総務企画委員会
審査案件：８件

厚生文教委員会
審査案件：27件

建設環境委員会
審査案件：８件

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会
審査案件：18件

行財政改革推進調査特別委員会
審査案件：１件

決算特別委員会
審査案件：５件

引き続き審査する案件

※�各委員会の審査案件は、二次元コード
をスマートフォン等で読
み取ると、ご覧いただく
ことができます。

※�委員会等の映像について
は、YouTubeで中継・録画
配信しています。

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

市
民
税
課
と
資
産
税
課
は

統
合
し
て
1
課
に
で
き
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
見
直
し
を
求
め
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進

と
内
部
統
制
に
つ
い
て

問
題
だ
ら
け
の

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
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この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

「国葬」を行わないことを求める
意見書

国葬の実施は、憲法14条が規定する法の下の平等に反する問題で、国民の思
想・良心の自由に反する。政府が根拠とする「内閣設置法」は国葬実施の法
的根拠になり得ず、法治主義を壊すもので、法的根拠がない「国葬」の実施
について撤回することを求める。

× × × × × △ △ 議 △ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

個人情報保護法全面施行に向
け、条例改正における自治体の
自主的主体的な判断を最大限尊
重するよう強く求める意見書

2023年春の個人情報保護法全面施行で、これまで自治体が条例で定めるな
どして保護してきた個人情報が、全国的な共通ルールで個人情報保護委員
会に一元化される。自治体への介入であり、委員会に抗議し、自治体の判断
を最大限尊重するよう求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

原発新増設と再稼働及び運転期
間延長等のエネルギー基本方針
転換の撤回を求める意見書

国の崩壊の危機や国富の喪失、人権の侵害を経験した教訓をいかさず原発
推進に向けた政府方針の変更は、国民のいのちと暮らしをないがしろにす
る。政府が発表した原発の新増設と再稼働及び運転期間延長等のエネルギ
ー基本方針の転換を撤回することを強く求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

緊急小口資金・総合支援資金の
特例貸付の償還免除を求める意
見書

償還開始後に住民税非課税となった方の以後の償還を全額免除すること、
非課税に該当しない場合でも、既存制度の受給により返済が困難な方は住
民税非課税の方と同じ取扱いとすること、総合支援資金の特例貸付の償還
免除要件についても同等とすることを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

共同親権導入には慎重に対応す
ることを求める意見書

「共同親権」の議論に際し、「親権（者）」や「監護（者）」の定義及び現行法
では不可能で法改正が必要な立法事実を明確にし、乳幼児・児童・思春期
の精神医学の観点や、海外で共同監護により子や同居親の安全が阻害され
ているとの研究などの考慮等を求める。

△ △ △ △ △ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

更年期対策の推進を求める意見
書

更年期症状があっても、大半の人が医療機関を受診せず、男性にも更年期が
あることを知らない人が多い。医療機関とも連携し、正しい情報に触れる
機会を増やすこと、老年期までの包括的な性教育を行うこと、労働環境改善
のための法整備及び予算措置を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

都立高校入試の合否判定に英語
スピーキングテストESAT－Jの
結果を用いないことを求める意
見書

英語スピーキングテストは、採点の公平・正確さ、不受験者に付与する仮の
得点が順位に影響する可能性、配点が高いことの合理性など様々な問題点
が指摘されている。東京都及び東京都教育委員会に対して、都立高校入試
の合否判定に用いないことを強く求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

女性デジタル人材育成を強力に
推進するための支援を求める意
見書

女性の経済的自立に向け、また、女性人材の成長産業への円滑な移動支援を
図るため、全国どこに住んでいても、育児や介護など時間的な制約があって
もテレワークを活用しながら就労ができ、サポートを受けながら実践的経
験を積める機会を提供することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

五輪汚職事件の余罪を含めた全
容解明と徹底的な再発防止を求
める意見書

受託贈収賄事件について、①余罪も含め全容解明を行うこと、②逮捕者まで
出した汚職事件の発生を踏まえ、大会報告書・大会経費を全面的に検証し
直し、都民に結果を公表すること、③組織委員会が作成・保存している文書
を開示することを東京都に求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

世界平和統一家庭連合及び関連
団体と政府及び政治家との関係
について全容解明を求める意見
書

統一協会は、霊感商法などの深刻な被害をもたらした反社会的と指摘され
ている団体である。政治家と統一協会及び関連団体との関係を明らかに
し、関係を断つことが必要である。名称変更の経過を明らかにし、被害者救
済対策、法的対応を検討することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

将来に備えた基金の積立てなど
計画的な財政運営を求める決議

公共施設マネジメント基金残高は １ 億円。人口類似市の国分寺市は51億
円、昭島市は71億円、東久留米市は19億円で本市は大きく後れをとってい
る。市長に対し、将来の巨額の財政需要に備え、目的別の基金の積立てなど
計画的な財政運営に努めるよう求める。

○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

西岡市長に対し、小金井市立保
育園廃園問題について、保護者
団体など関係者と対話を重ねる
ことを求める決議

市立保育園 ３園を廃園にするという重要案件について問答無用の姿勢は理
解できない。市長は「対話の市政」と標榜するが、看板に偽りありと指摘せ
ざるを得ない。市長に対し、保護者団体など関係者と真摯に向き合い、対話
を重ねる場を設定することを強く求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 否　決

新型コロナウイルス感染症の指
定感染症の類型を ２ 類から ５ 類
へ見直すことを求める意見書

第 ７波と呼ばれる新型コロナウイルスのオミクロン株の病毒は軽くなり、
季節性インフルエンザと同等に近いものと変化してきた。医療費を国負担
とする等、柔軟で実効性のある対策を講じた上で、感染症法上の位置付けを
２類から ５類指定とするよう強く求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ × × × △ △ △ × × ○ ○ △ × ○ × 否　決

新型コロナ感染症感染拡大か
ら、国民のいのちを守る対策を
行うことを求める意見書

発熱外来の体制、PCR検査の拡充、医療全体の体制強化、臨時的医療施設・
療養施設が機能する対策、保健所の抜本的な機能強化、ワクチンを必要とす
る人への接種が円滑に進むよう対策をとることなど、国民のいのちを守る
対策を行うことを強く求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 否　決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果
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清
水
　
が
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吹
春
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す
た
か
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藤
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合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
自
民
党
・
信
頼
）

参
院
選
の
さ
な
か
安
倍
晋
三
元
総

理
大
臣
が
凶
弾
に
倒
れ
た
。
暴
力
に

よ
り
言
論
を
弾
圧
す
る
こ
と
は
断
じ

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
最
大

限
の
強
い
言
葉
で
非
難
す
る
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
平
和
安
全

法
制
の
整
備
、
台
頭
す
る
中
国
を
念

頭
に
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
を
提
唱
す
る
な
ど
、
憲
政
史
上
最

長
の
８
年
８
か
月
間
日
本
国
の
総
理

と
し
て
重
責
を
果
た
し
て
き
た
。
岸

田
総
理
は
国
民
の
賛
否
が
割
れ
て
い

る
の
は
政
府
の
説
明
が
不
十
分
な
と

こ
ろ
も
あ
る
と
認
識
し
た
上
で
丁
寧

な
説
明
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

岸
田
首
相
は
国
会
で
審
議
せ
ず
安

倍
元
首
相
の
国
葬
を
閣
議
決
定
し
た
。

歴
代
最
長
の
任
期
期
間
と
内
政
・
外

交
で
の
実
績
を
理
由
に
挙
げ
る
が
、

強
引
な
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
行
使
や
公
文
書
改
ざ
ん

等
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が
す

政
権
運
営
に
多
く
の
国
民
が
憤
っ
て

き
た
。
今
な
お
数
々
の
疑
惑
は
未
解

明
の
ま
ま
で
あ
り
国
葬
に
よ
っ
て
安

倍
元
首
相
の
政
治
路
線
を
引
き
継
ぐ

こ
と
へ
の
忖
度
が
強
ま
り
旧
統
一
教

会
問
題
の
解
明
に
も
影
響
す
る
。
世

論
調
査
で
も
反
対
が
賛
成
を
上
回
り

国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

国
葬
を
行
わ
な
い
こ
と

を

求

め

る

意

見

書

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
８
月
19
日
・
９
月
５
日
】

▼�　
新
た
な
保
育
業
務
の
総
合
的
な

見
直
し
方
針
に
つ
い
て

【
９
月
30
日
・
10
月
３
日
・
10
月
４

日
】

▼�　
専
決
処
分
に
つ
い
て

【
10
月
６
日
】

▼�　
第
一
小
学
校
増
改
築
等
基
本
計

画
に
つ
い
て

【
10
月
31
日
】

▼�　
小
金
井
都
市
計
画
ご
み
処
理
場

の
変
更
に
つ
い
て

▼�　
小
金
井
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更
に
つ
い
て

広
報
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
８
月
24
日
・
９
月
22
日
・
11
月
11
日
】

▼
１　

�

各
部
会
の
状
況
報
告
に
つ
い

て

▼
２　

�

議
会
改
革
の
調
査
事
項
に
つ

い
て

▼
３　

�

議
会
報
の
掲
載
事
項
に
つ
い

て

７月２５日、２６日
▽愛知県新城市　若者議会について
▽愛知県豊橋市　シティプロモーションについて

委員会の視察先とテーマ
総務企画委員会

１１月７日、８日
▽宮城県亘理郡亘理町　自治体ＤＸ・公民連携について
▽宮城県仙台市　自治体ＤＸについて

※�過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎４階）
または情報公開コーナー（第二庁舎６階）で閲覧でき
ます。また、行政視察報告書を市ホームページで公開
しています。

行財政改革推進調査特別委員会

８月１８日、１９日
▽千葉県佐倉市　ファシリティマネジメントの取組に
　　　　　　　　ついて

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会

▽大阪府豊中市　包括施設管理業務委託の取組について
　　　　　　　　（オンライン視察）
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次の定例会は令和4年12月16日（金）開会予定です。

厚生文教委員会では令和3年7月、くりのみ・さくら・わかたけ保育園の3園を段階的縮小から廃園にする「新たな保育業務の総合的な見直し方針
案」（以下、方針）が行政報告されて以降、方針に関する陳情9件、議員案1件を審査するとともに、全員協議会で質疑しました。今定例会に提案され
たくりのみ・さくら保育園を対象とする「小金井市立保育園条例の一部を改正する条例」（以下、条例）の審査に当たり、厚生文教委員会では「参考
人の意見を求める動議」を賛成多数で可決し、継続審査と決定したところで、市長が条例の専決処分を行い条例は議決を経ずに公布されました。

財政効果について
●226人の民間保育所利用補助金不算入の是非
●試算の前提条件の違い
子どもへの影響について
●�段階的縮小により異年齢保育ができなくなる
園庭について
●�国基準の広さの園庭を確保する認可保育園の
割合が多摩26市中最少レベル
●駅近くの立地希望もあり園庭が全てではない
保育士について
●民間保育所の人件費比率が低い
●ICT技術導入で保育士負担の軽減が必要
保育の質について
●保育の質とは何か
●�児童福祉法施行令どおりできていない指導検
査を徹底し、保育士水増しや虐待の調査を
●専門家を交え、公立保育園の役割の議論が必要

サービス拡充について
●巡回保育支援チームの必要性
●特別支援保育の受入れ拡大
老朽化対策について
●築60年になる園舎の早急な老朽化対策
●�個別施設計画、公共施設等総合管理計画など
との整合性
待機児童について
●民間園のゼロ歳児保育の空きが増えている
●保育園の待機児童はほぼ解消している
進め方等について
●�市長は来年度の園児募集案内等の事務的スケ
ジュールから9月中に議決する期限があった
と主張
●�議案を出す出さないを繰り返した提案姿勢や
面会など保護者の声に応えない対応の問題
●「子育て環境日本一」の市長公約との整合性

議会改革の提案、「小金井市議
会のあり方（定数･報酬等）につい
ての調査･協議を実施する」を議
会運営委員会で議論しています。
この間、議員活動の実態調査を行
い、市民との意見交換を行うこと
としました。今回議会のあり方を考えるに当たり、客観的な情報をでき
るだけ皆さんに提示して考えていただき、ご意見をいただきたいとの思
いで、開催したものです。　

主な論点について

市の提案理由は５点
①施設老朽化による子どもの安全
②�待機児童減を踏まえた市内保育定員
の適正化

③�サービス拡充に更なる予算と人材が
必要

④建て替え及び運営経費が全額市負担
⑤職員数や人件費等5園の維持が困難 令和3年

　　　7月市　�方針案を策定、委員会に報
告

　　　9月市　�方針を1年延期
　　　　議　�「利用者等との十分な協

議・理解を得ないまま公立
保育園の廃園への準備行為
の中止を求める陳情書」を
採択

　　10月議　�「小金井市公立保育園の在
り方検討委員会設置条例」
が提出

10～12月市　�保護者及び市民説明会を開
催
令和4年

　　　1月市　方針案を一部修正
　　1～2月市　パブリックコメントを実施
　　　5月市　方針を策定
　　5～9月議　全員協議会を7回開催
　　　9月市　�市長が条例を提出
　　　　議　厚生文教委員会を3日開催
　　27日議　�参考人招致、継続審査を決

定
　　28日市　�専決処分に係る臨時庁議を

開催
　　29日市　市長が専決処分を行う
　30日～議　専決処分に係る全員協議会
　10月7日議　専決処分を不承認

市…市の動き　議…議会の動き

これまでの経緯

９
月
24
日
（
土
）
19
時
か
ら
開
催

し
た
「
市
民
と
議
会
の
懇
談
会
～
議

会
の
あ
り
方
（
定
数
･
報
酬
等
）
に

つ
い
て
」
に
、
台
風
通
過
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
、
22

名
の
市
民
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
く
市
民
に
呼
び
か
け
て
開
催
す
る

「
懇
談
会
」
は
、
議
会
報
告
会
を
除

い
て
初
め
て
の
試
み
で
す
。

当
日
は
、
議
長
あ
い
さ
つ
、
意
図

説
明
、
市
議
会
か
ら
の
報
告
（
①
市

議
会
の
役
割
、
②
こ
れ
ま
で
の
市
議

会
の
議
会
改
革
、
③
前
回
の
市
民
意

向
調
査
と
今
回
の
市
民
意
向
調
査
、

④
前
期
か
ら
の
議
員
定
数
削
減
に
関

す
る
議
論
、
⑤
こ
の
間
行
っ
た
議
員

実
態
調
査
）
を
行
っ
た
後
、
４
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
て
議
員
と
参
加
者
に

よ
る
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
の
テ
ー
マ
は
、
①
市
議
会
に

期
待
す
る
こ
と
、
②
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
議
会
の
あ
り
方
（
定
数
･

報
酬
等
の
視
点
か
ら
）
で
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
議
会
に
対
す
る
多
種

多
彩
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
参
加
し
て
よ

か
っ
た
」「
こ
う
し
た
機
会
が
も
っ

と
あ
れ
ば
い
い
」
な
ど
市
議
会
へ
の

意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
と
議
会
の
懇
談
会
を

初
！
開
催
し
ま
し
た

原稿は議員が作成しています

専決処分に至るまでの議会の経過

くりのみ保育園 さくら保育園
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